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この度10月14日に無事、竣工式を終える事が出来
ました。こうして無事当日を迎えられたのも、ひとえに
日頃から
お心にか
けて頂い
ております
関係者の
皆様のご
支援の賜
物と心から
感謝申し
上げます。

清周寮は1973 年 12月に誕生し、今年で 46 年を
迎える事が出来ました。40 年以上利用した建物は、雨
漏り等が発生し、子どもたちに不便を掛けておりました。
歴史ある建物が無くなるのは残念でしたが、新園舎で
の生活を開始した子どもたちの笑顔を見ると、本当に
素晴らしい建物にして頂けたと感謝しております。これ
からは法人理念である「良い子を育て次世代の担い手
を育む」と清周寮の方針である「自立した女性を育てる」
を胸に、気持ちも新たにより一層努力を重ねて業務に
励んでまいりたいと思います。

自立援助ホーム清周寮
寮長　黒川　円

10月14日、ロバート・ディーターズ神父様の祝別を
受けて、自立援助ホーム清周寮と暁星学園ほきまホー
ムの竣工式を執り行いました。当日は、東京都の育成
支援課長を始め課員の皆様、足立区の子ども家庭支援
センター所長、全国自立援助ホーム協議会や東京都社
会福祉協議会児童部会の方 を々始め、長年の後援者の
方 も々ご出席下さり、和やかな式でした。
聖心会の故シスター岩下のご尽力で大林組のご支援
を頂いて建った清周寮ですが、老朽化には勝てず、今
回の建て替えに至りました。行政からの補助金を頂き、
今回も大林組の多大なご寄付を始めとした大勢の皆様
のご協力によって、両施設を建てなおす事ができ、こ
の場を拝借して、重ねて心より御礼申し上げます。
木のぬくもりを大切に考えた建物で、長谷場新宿寮と

同様に吹き抜けの２階建てとなり、工法も敷地も違いま

清周寮・ほきまホーム 竣工にあたって
すが、建物
自体のコン
セプトは同
じですので、
兄妹のよう
な感じの建
物です。
今 後 も、
今まで以上
にお互いに協力し合い、法人理念の実現を目指して皆
で努めてまいりますので、よろしくお願い申し上げます。

社会福祉法人青少年福祉センター
理事長　山下　眞一郎  

「ほきまホーム」は、1985 年、女子の高校生を対象
とした定員6名の分園（都型グループホーム）として開
設しました（現在は中学生も対象）。自立援助ホーム清
周寮が同一敷地内にあり、高年齢女子の自立支援とア
フターケアをテーマに、連携して実践を30 年間積み重
ねてきました。この度、後援者の方々のご支援を賜り、
老朽化した清周寮の建て替えに伴い、一緒に建て替え
できましたことに、心より感謝して御礼申し上げます。

新居は環境設備も充実しており、利用者にはこれま
で以上のサービスと生活を提供できると、スタッフ一同、
自負しております。どうぞこれからの取り組みにご期待
ください。お近くにお越しの際には、お立ち寄りいただ
ければと思います。

児童養護施設暁星学園　
園長　小野寺　克彦
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新清周寮・ほきまホーム引越しのご報告

清周寮、ほきまホームへの引っ越しを無事終え、新
たな生活がスタートしました。庭には設計者より寄贈さ
れたオリーブの木が 2 本あります。玄関を開けると木の
匂いが漂い、新築の透き通った空気が流れていました。
また一階広間は吹き抜けとなっており、大きな空間が
広がっています。子どもたちの笑い声が建物内に響き渡
り温かさが伝わってくる空間です。運営の開始に伴い、
職員も声を揃えて、子どもたちの気配がどこにいても感

じる事が出来るので非常に住み心地が良いと感想を口
にしております。2 階建てになり児童が一つのフロアに
全員が生活する事となりました。その点も一体感が生ま
れたように思えます。まだまだ木々の成長等未完成な
部分もありますが、この新寮舎や子どもたちと一緒に
成長して行きたいと思っております。

職員一同

１階平面図 2階平面図
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施設感がなく大きな
家のようなので帰っ
てきたくなる。

施設感がなく大きな家のよう
なので帰ってきたくなる。

１階水廻り部分

玄関の吹き抜けは人の動きがわかるだけでなく、光が廊下まで照らしている

食堂スペース

児童からの声

見違えるほどおしゃれ
で、友達に自慢したく
なる家になった。

交流スペースが増えた
し、勉強部屋もあって
ゆったりできる。

木造で木の温かさが感
じられる。きれいな部屋を

保てるように頑
張ります。

１階平面図

2階平面図
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近　 況　 報　 告

児童養護施設　暁星学園のようす
（定員　男女 36 名）

現在、本園に在園している高校 2 年生男児、F 君の
話です。
F 君は中学校 2 年生のときに家庭の事情で海外で生
活することになりました。そのため、日本の中学校を卒
業できませんでした。そして、F 君は日本の高校に通い
たいとの希望で、単身日本に帰国しました。F 君が入
所したときはすでに16 歳で、高校進学をかなえるため
に、夜間中学校に入学しました。
当園から夜間中学校に通った児童は初めてでした
が、F 君は無事に卒業し、都立高校に合格しました。
当初の希望であった日本の高校に通うことは達成され、
現在は日本の大学に通うことを目標に生活しています。
しかし、現在18 歳を過ぎており、高校を卒業する頃
には 20 歳を過ぎてしまうため、退所しなければなりま
せん。
F 君自身は、困難な状況に置かれても前向きに将来
を考え、大学に進学できるよう努力しています。通塾に
必要な支弁が十分にないため、図書館に通って勉強を
し、進学時には既に退所年齢を超えているため、施設
から申請できる奨学金は殆どなく、アルバイトをして貯
金をしています。また、自身の可能性を広げるために、
教育支援グローバル基金の人材育成プログラムに積極
的に参加し、その活躍が評価され、12月には総理大
臣公邸でスピーチをする事となりました。
今後も、児童相談所や関係機関と連携し、F 君にと
ってより良い支援の方法を考え、職員一同、彼の次な
る夢をかなえるために寄り添います。

児童養護施設 あけの星学園のようす
（定員　男女 20 名）

日増しに寒さが身にしみ、いつの間にか吐く息が白
くなる季節となりました。子ども達は寒い中、元気に学
校へ通っています。
本園では、今年も色 な々行事を企画し行ってきました。
先日は、園内でハロウィンパーティーを開催しました。
子ども達と一緒に飾りつけやお菓子作りを楽しみパーテ
ィーが始まりました。例年とは一味違い、今年は職員
で考えた宝探しゲームで遊び、とても楽しいハロウィン
を過ごしました。

こでまりホームでは、飾りを手づくりし、色々な仮装
道具をつけてハロウィンの雰囲気を思う存分楽しみまし
た。パンプキンケーキも子ども達が手伝ってくれて美味
しく仕上がりました。
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自立援助ホーム 長谷場新宿寮のようす
（定員　男子 15 名）

今年度も半分が過ぎ、暑い夏から厳しい寒さへと移
り変わってきています。気温の変化で体調を崩し易い
時期ではありますが、寮内では体調不良を起こす寮生
も少なく、毎日元気に仕事に行っています。そんな寮生
たちの姿を見て、職員たちも元気を貰っています。
今年度の夏を振り返ってみると、様々な行事を計画し、

多くの体験をすることができました。メインイベントであ
った夏の旅行では1泊 2日で栃木と群馬へ行きました。
那須の大自然を満喫し、日光にて日本の歴史・文化に
ついて触れました。普段は仕事漬けで余暇の充実を図
るのが難しい寮生たちではありますが、この日は思いっ
きり羽を伸ばしてリフレッシュすることができました。
その他にも海水浴やプール、花火大会といった季節
の行事や、寮生の提案からダーツ行事も行いました。
行事を通して寮生同士の絆も強くなり、寮内の雰囲気
も更に良くなりました。
今年も残すところわずか1ヶ月ですが、12月にもクリ

スマス会・忘年会・大晦日とまだまだ多くの行事を予定
しております。また、11月の後半にはOB会があります。
寮を巣立ったOBたちと、寮にいた頃の懐かしい話や自
立後の出来事について熱く、熱く語りたいと思います。
人生の中で長谷場新宿寮にいる期間は非常に短いで
す。しかし、その期間が寮生たちにとって一生の思い出
になるよう、職員一同頑張りたいと思っております。
夢にときめけ！世界に羽ばたけ長谷場新宿寮生！！

自立援助ホーム 清周寮のようす
（定員　女子 15 名）

新寮舎への引っ越し前後で、新入所が 4名、退所
が 2 名あり、現在15 名の児童が生活しています。15
名の内、7名が 16 ～17 歳の高校二年生学年の児童と
なっています。まだ社会経験も少なく、寮での団体生
活に慣れず、日々葛藤しています。そのような新入所児
童に対して、長く寮で生活している児童が良いお姉さん
役となり、話を聞いてくれたり、「社会とはそういうもの
だ」と教えてくれています。職員の立場からではなく、
同じ児童の立場から教えてくれることで、職員が話をす
る以上に説得力があり、入所間もない児童達も納得し、
社会というものを学んでいっています。
長く在籍している児童が、歴代このように良いお姉さ
ん役となってくれています。そのようなお姉さんがいるこ
とで、「何があっても仕事をする」という雰囲気ができ、
入所したばかりの児童でも一週間も経たずに仕事を決
めていきます。在寮期間が長い児童は 2 年半近く生活
していますが、すぐにこのようなお姉さん役が出来るよ
うになった訳ではありません。色んな壁にぶつかる度
に職員と話し合いを重ねて、少しずつ職員との信頼関
係を築いて来ました。これから自立が近づき、様々な
不安が出てくると思いますが、その不安を一緒に背負
い、悩み考える中で、更に信頼関係を強化していきた
いと思います。
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10 月 3、4 日に当法人全職員が受講する宿泊研修が開催されました。今年度は、法人理念を日々の業務に活か
すことをテーマに、法人の歴史を学びディスカッションを行いました。その中で、当法人で 2008 年に出版した

「かけがえのないあなたへ」の内容についての出題もあったのですが、今までに何回も読んだことがあっても、改
めて聞かれると答えられない事も多く、理解不足を痛感しました。お持ちの方は改めて読んでみると新たな発見
があるかもしれません。（お持ちでない方は、当法人ホームページより購入することができます。）
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自立援助ホームおうぎ寮のようす
（定員　男女 6 名）

1日1日と寒さが増して参りました。おうぎ寮の寮生
たちもカラフルな半袖から秋らしいシックな装いへと変
わり始めましたが、相変わらず元気に過ごしております。
近々2 名の寮生が自立へと歩を進める予定です。2
名とも約1年半を当寮で過ごし、紆余曲折ありながら
も自立資金をしっかりと貯めました。
仕事を継続し会社からの信頼を得て、やりがいにも
繋がっているようです。また運転免許の取得も行い、
社会に出る準備をしています。
1名は自立支援棟で自立シミュレーションを実施して
いる最中です。自炊も冷凍食品やレトルト食品をうまく
使い節約しながら行っており、野菜を多めに摂ることを
目標にしています。もう1名もおうぎ寮にて自炊を開始
しました。うどんにもやしやワカメを入れ安くてお腹い
っぱいになる食事を心がけているようです。
しかし、彼らの自立には少し困難なこともあります。
仕事、生活、人間関係と築き上げ社会に出る準備は万
端にも関わらず『未成年』という年齢の為に、アパート
入居時の未成年同意書等の書類が整えられず、彼らの
足枷となっています。12月頃の自立を考え10月頃から
不動産屋にお願いをしておりますがなかなか進んでおり
ません。今までも、たくさんの子どもたちが巣立ってお
りますが、いつも悩むのは住むところが決まらないこと
です。今回も難しい状況ではありますが、寮生が前へ
進もうとしている今、私たち職員も奮闘して参りたいと
思います。

共同生活援助 ノエルのようす
（定員　女子 5 名）

現在２名の利用者は、軽度の知的障害を抱えている
と同時に家族に頼ることが難しいという２重の困難を背
負って暮らしています。
Kさんは、料理を作る事が好きで仕事が休みの日に
は、職員と一緒に夕飯の買出しに出掛けたり料理を作
ったりして過ごしています。将来の夢はパティシエにな
る事です。将来この夢が叶いますようにと職員は願って
います。
Mさんは、マンガを読んだり、絵を描くことが大好き
です。時 イ々ベントに行き、イベントの楽しみ方やマン
ガで感動した話をよく職員に教えてくれます。ノエルの
メニュー表にも可愛く絵を描いてくれたりして周りを明る
くしてくれます。今までも、週に数回の就労先で、ワン
ポイントのイラストを入れたりして硬くなりがちなお便り
に手を加える手伝いもしていました。今まで仕事先を自
分で狭めていた彼女も、漸く、事務系の就労先に興味
を示し、そういう仕事もしてみようという気持ちになり、
１２月からは新しい職場で働き始めます。今後は、マン
ガの感動以上に自身の人生のなかで何かしら大きく感
動できるような出来事が経験できますようにと祈ってお
ります。
軽度の知的障害の方々は、一歩社会に出れば困難
さが重度であると言われています。そして家族の支え
がないとなると、尚更、大変な道を自らの足で進んで
行かなければなりません。ノエルの利用者さんが自立

に向けて日々戦っているのと同
時に、職員も一同一人一人を暖
かく見守りそっと背中を押して
あげられるよう日々努力してい
ます。これからも、何卒応援、
ご指導の程宜しくお願い申し上
げます。


